
むらづくりのキャッチフレーズ　「心身再生の郷」

財政状況の公表・駅伝大会・カメラスケッチ・選挙
広域通院ライン・お知らせ・地域雇用創造協議会・税の作文
国民年金・保健だより・国保だより・人のうごき

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ4～P10
・・・・ Ｐ11～Ｐ15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ16～Ｐ19

成 人 式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2～P3
財政状況の公表・駅伝大会・カメラスケッチ・選挙
広域通院ライン・お知らせ・地域雇用創造協議会・税の作文
国民年金・保健だより・国保だより・人のうごき

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ4～P10
・・・・ Ｐ11～Ｐ15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ16～Ｐ19

成 人 式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2～P3
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続
い
て
、鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
や
ね
だ
ん
館

長
の
豊
重
哲
郎
さ
ん
、鹿
屋
市
役
所
職
員
の

梶
原
宏
行
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
豊
重
さ
ん
は「
や
る
気
を
起
こ
せ
ば

必
ず
奇
跡
が
起
こ
る
」、梶
原
さ
ん
は「
人
生
を

生
き
て
い
く
上
で
の
喜
び
」と
題
し
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
新
成
人
は
お
二
人
の
話
を
聞
き
、

や
る
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
こ
と
、生
き

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、Ｏ
Ｍ
Ｃ
十
津
川
太
鼓
倶
楽
部「
鼓

魂
」に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
式
典
を
盛
り
上
げ
、

最
後
に
、新
成
人
を
代
表
し
て
田
中
千
晴
さ

ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
出
会
う
友
人
や
中
学
校
時
代

の
担
任
の
先
生
と
の
会
話
に
華
を
咲
か
せ
、満

面
の
笑
み
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
新
成
人
の
楽

し
そ
う
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

１
月
３
日（
月
）、十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

で
成
人
式
が
行
わ
れ
、新
成
人
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
は
、平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
35
人
が

対
象
で
24
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、国
歌
斉
唱
や
村
民
憲
章
唱
和

が
行
わ
れ
た
後
、更
谷
村
長
の
式
辞
に
続
い

て
、小
山
手
村
議
会
副
議
長
、岩
井
青
年
団

長
、松
實
教
育
委
員
長
職
務
代
理
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
、新
成
人
は
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
い

て
い
ま
し
た
。

成 人 お め で と う成 人 お め で と う
新
成
人
の

門
出
を
祝
う

鹿屋市役所職員
　梶原　宏行さん

やねだん館長
　豊重　哲郎さん
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謝
　
辞

　
皆
様
、新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
は
、私
た
ち
の
た
め
に
、こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
挙

行
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
長
様
を
は
じ
め
、ご
来
賓
の
方
々
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
賜

り
、私
た
ち
が
成
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。今
日
、私
た
ち
が
こ
こ
に
い
ら
れ
る
の
も
、日
々
の
生

活
を
支
え
て
下
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
、指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、

そ
し
て
何
よ
り
一
番
近
く
で
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
の
お
か

げ
だ
と
思
う
と
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、歴
史
深
く
、自
然
と
人
々
の
優
し
い
心
に
満
ち
た
十

津
川
村
と
い
う
素
晴
ら
し
い
環
境
で
育
っ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。何
十
年
先
も
こ
の
十
津
川
が
良
い
と
こ
ろ
を
残
し

た
ま
ま
あ
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、か
つ
私
た
ち
も
そ
の
力
に

な
っ
て
い
け
る
よ
う
、日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

就
職
難
な
ど
が
今
の
時
代
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
村
で

培
っ
た
真
っ
直
ぐ
な
心
を
忘
れ
ず
、明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
き

た
い
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
指

導
、ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
様
方
に
本
日
の
式
典
の
お
礼
を
心
よ
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、謝

辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
一
月
三
日

新
成
人
代
表
　
田
中
　
千
晴
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村
の
財
政
状
況
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

過疎対策事業債
臨時財政対策債
簡易水道事業債
臨時地方道整備事業債
一般廃棄物処理事業債
学校教育施設等整備事業債
財源対策債
一般公共事業債
災害復旧事業債
公営住宅建設事業債
辺地対策事業債
介護サービス事業債
一般単独事業債
臨時税収補てん債
減税補てん債
　　  合　　計

借入残高
２１億９２２１万７千円
1６億９２６３万３千円
1０億７４９０万９千円
３億５４２１万８千円
３億０１３３万２千円
1億４２1９万9千円
1億２1７０万４千円
５５１４万７千円
５１４５万４千円
４９０３万７千円
３９６７万０千円
２２５1万５千円
1５３５万９千円
1400万９千円
1104万０千円

６１億３７４４万３千円

地方交付税
村税
村債
繰入金
県支出金
国庫支出金
諸収入
使用料及び手数料
地方譲与税
繰越金
財産収入
その他
　　歳入合計

予算現額 収入済額 収入率
２３億４７３１万７千円
６億８７０９万５千円
９億８９６０万０千円
７億１５１２万６千円
５億２９２７万７千円
６億２０４７万１千円
1億４４２３万５千円
1億２４９５万８千円
７４７９万６千円

1億８２６５万３千円
７４６１万３千円
７３５９万２千円

６５億６３７３万３千円

２１億６５１３万５千円
５億４３５７万８千円

０円
４億２０００万０千円
2125万４千円
９４３８万６千円
２２８９万６千円
8656万４千円
５２７７万７千円

０円
４７７７万９千円
５６７２万４千円

３５億１１０９万３千円

92.2%
79.1%
0.0%
58.7%
4.0%
15.2%
15.9%
69.3%
70.6%
0.0%
64.0%
77.1％
53.5％

一般会計(歳入)

一般会計（歳入）

村債

地
方
交
付
税

村
税

村
債

繰
入
金

県
支
出
金

国
庫
支
出
金

諸
収
入

使
用
料
及
び

手
数
料

地
方
譲
与
税

繰
越
金

財
産
収
入

そ
の
他

25
（億円）

20

15

10

5

0

予算現額
収入済額

　十津川村では、みなさんに財
政状況を理解していただき、村
政に関心を深めていただくた
め、毎年２回(２月･８月)「村財
政の状況」を公表し、村の収入
や支出の状況はどうなのかな
どをお知らせしています。
　今回お知らせする財政状況
は、平成22年12月末現在の
状況です。
【財政課・内線１３１・１３４】

未収入額
46.5%

収入済額
53.5%

65億
6,373万
3千円

歳 入

財産の状況
32,422,899㎡

64,562㎡
5,931万０千円

６６億９７９４万５千円

●土地
●建物
●有価証券
●基金積立金

平成21年度繰越分

　　歳入合計
予算現額 収入済額 収入率

8億1172万6千円 1億5699万4千円 19.3%
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未支出額
52.2%

支出済額
47.8%

65億
6,373万
３千円

歳 出
教育費
農林水産業費
総務費
民生費
土木費
公債費
消防費
衛生費
商工費
災害復旧費
議会費
予備費
　　歳出合計

予算現額 支出済額 執行率
１５億２７０９万７千円
８億３６２１万６千円
８億０８８８万０千円
７億７６１１万８千円
６億８４２４万２千円
５億１７７３万７千円
４億８１１５万６千円
４億６８０２万９千円
２億８３５８万６千円
１億０１１０万４千円
６９５６万８千円
１０００万０千円

６５億６３７３万３千円

８億２０７６万７千円
２億４３３７万９千円
４億４８６２万０千円
４億１９７５万３千円
２億２７７４万２千円
２億６８８９万４千円
２億４３２４万１千円
１億７１６３万２千円
１億９１５２万７千円
４８７２万７千円
５４２４万１千円

０円
３１億３８５２万３千円

53.7%
29.1%
55.5%
54.1%
33.3%
51.9%
50.6%
36.7%
67.5%
48.2%
78.0%
0.0%
47.８％

一般会計(歳出)

総務費
民生費
農林水産業費
商工費
土木費
教育費
消防費
災害復旧費
 歳出合計

予算現額 支出済額 執行率
３億２７６９万０千円

２８６万５千円
６８８５万０千円
２５５５万０千円

１億１６５８万２千円
１億４５６３万６千円
８８０５万３千円
３６５０万０千円

8億１1７２万６千円

２億２９２９万１千円
２８６万４千円
５７３５万７千円
１２０６万０千円
７５２７万４千円

１億０８８８万２千円
７４９４万０千円
３３９３万３千円

５億９４６０万１千円

70.0%
99.9%
83.3%
47.2%
64.6%
74.8%
85.1%
93.0%
73.3%

平成21年度繰越分

特別会計

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

土
木
費

教
育
費

商
工
費

消
防
費

災
害
復
旧
費

議
会
費

予
備
費

16
（億円）

14
12

6

2
4

8
10

0

予算現額
支出済額

国民健康保険事業
老人保健事業
国民健康保険診療所事業
簡易水道事業
貯木場等維持管理事業
十津川温泉事業
湯泉地温泉事業
財産区大字山手谷
財産区大字迫西川
介護サービス事業
介護保険事業
後期高齢者医療
　　　　合　　計

予算現額 収入済額 支出済額収入率 執行率
６億１９1３万３千円

７４万３千円
２億２３０５万１千円
１億２６２９万７千円
４億０７３７万９千円
２７６６万０千円
1７２５万０千円
２３３万１千円
５５１万３千円
1２４９万２千円

５億６３５６万７千円
６０７７万６千円

２０億６６1９万２千円

３億３５９０万２千円
７千円

１億０３９７万８千円
２０５８万０千円

１億８５２８万２千円
５０６万７千円
４０２万３千円

０円
０円

５３５万９千円
３億０２０５万９千円
1９３６万１千円

９億８1６１万８千円

54.3%
0.9%
46.6%
16.3%
45.5%
18.3%
23.3%
0.0%
0.0%
42.9%
53.6%
31.9%
47.5％

67.9%
5.8%
64.8%
56.7%
28.9%
28.3%
47.6%
0.0%
0.0%
59.0%
65.9%
41.9%
56.8％

４億２０６９万７千円
４万３千円

１億４４６２万１千円
７1６２万７千円

１億１７５３万７千円
７８３万０千円
８２０万４千円

０円
０円

７３７万３千円
３億７１1３万９千円
２５４８万８千円

１1億７４５５万９千円

平成21年度繰越分

国民健康保険事業
予算現額 収入済額 支出済額収入率 執行率
3690万0千円 0円 0.0% 40.6%1497万5千円

一般会計（歳出）



2区平谷中継所

スタート地点（重里）

3区折立中継所

　

１
月
８
日（
土
）、十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル
で
第
57

回
十
津
川
村
駅
伝
大
会
の
開
会
式
が
行
わ
れ
、優
勝

旗
の
返
還
や
競
技
上
の
注
意
事
項
の
説
明
の
後
、昨

年
の
村
内
優
勝
チ
ー
ム
十
津
川
高
校
Ａ
チ
ー
ム
の

辻
任
師
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
日（
日
）、午
前
10
時
に
西
川
中
学
校
か
ら
34

チ
ー
ム
の
選
手
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、選
手
は
上

野
地
中
学
校
に
向
か
っ
て
、39
・
１
㌔
８
区
間
を

タ
ス
キ
に
想
い
を
込
め
て
走
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
、８
区(

川
津
か
ら
上
野
地)

が

昨
年
開
通
し
た
丸
瀬
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
す
る

コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ
、距
離
が
7.4
㌔
か
ら
6.7
㌔
に

短
縮
。
ま
た
、昨
年
度
か
ら
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト

が
２
区
間
手
前
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、花
園
中
継
所
で
村
内
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
か
ら
30

分
遅
れ
た
６
チ
ー
ム
が
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

村
内
の
部
は
、１
区
か
ら
８
区
ま
で
安
定
し
た

走
り
を
見
せ
た
十
津
川
高
校
Ａ
チ
ー
ム
が
、昨
年

に
引
き
続
き
優
勝
し
大
会
２
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

第57回十津川村駅伝大会

１区（重里～平谷 6.4㌔） 辻　任師 【十津川高校Ａ】 ２１分１６秒
２区（平谷～折立 4.4㌔） 宮村廣大 【十津川高校Ａ】 １６分４０秒
３区（折立～役場 6.1㌔） 平瀬正典 【十津川高校Ａ】 ２３分４８秒
４区（役場～小井 2.8㌔） 平瀬稔也 【十津川高校Ａ】 １１分０３秒
５区（小井～野尻 2.9㌔） 山下優太 【十津川高校Ａ】 １２分１０秒

植田規裕 【三村Ａ】　　　　　〃
６区（野尻～花園 2.8㌔） 氏本真也 【三村Ａ】　　　 １２分１７秒
７区（花園～川津 7.0㌔） 小西明伸 【四村区Ａ】　　 ２７分４２秒
８区（川津～上野地 6.7㌔） 千葉美成 【十津川高校Ａ】 ２５分４６秒

垣野麻衣 【西川レディース】 ２９分２３秒
下村倫代 【西川レディース】 ２２分２２秒
中西るみ 【三村ウーマンズ】 ２８分５６秒
岡下浩子 【中野村区Ａ】　　１３分１０秒
浦上千佳 【三村ウーマンズ】 １３分２６秒

中西由華 【三村ウーマンズ】 １２分５９秒
田中雅美 【西川レディース】 ３７分１７秒
玉置浪代 【西川レディース】 ３５分２７秒

◆区間賞（敬称略）
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8区川津中継所 7区花園中継所

ゴール地点（上野地） 7区繰り上げスタート

4区役場中継所

5区小井中継所

2連覇の十津川高校Aチーム 6区野尻中継所

２時間３１分４９秒
２時間４１分１１秒
２時間４２分３１秒
２時間４２分４８秒
２時間４３分３１秒
２時間４９分４１秒
２時間５０分００秒
２時間５１分４２秒
２時間５３分３０秒
３時間０４分０９秒
３時間０４分５７秒
３時間０８分４８秒
３時間１２分２９秒
３時間１４分２８秒
３時間１６分５７秒
３時間１９分３５秒
３時間２１分２４秒
３時間２２分５９秒

３時間２５分２０秒
３時間３５分５８秒

２時間１６分０６秒
２時間２２分０３秒
２時間２５分０６秒
２時間２５分１４秒
２時間３２分０２秒
２時間３３分１０秒
２時間３３分４４秒
２時間３７分０３秒
２時間５５分４４秒
２時間５７分５５秒
３時間０１分４１秒
３時間０８分３９秒
３時間１１分２９秒
３時間１６分３１秒

三村ウーマンズ
東区Ｃ

清原ファミリー
大久保第７施設群
３後支連　混成
ほんみちＡ
ほんみちＢ
宇治川農業大学演劇部
アタカ大機Ａ
あひる艦隊
いんげん豆
くらわんか
中野村ＥＸ
関西電力奈良電力所
アタカ大機Ｂ
ＯＳＰＡクラブ

【村内チーム】
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

位
位

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

十津川高校Ａ
四村区Ａ
西川Ａ
東区Ａ
三村Ａ
中野村区Ａ
二村Ａ
十津川高校寮生軍団
十津川高校Ｂ
関西電力奥吉野
四村区Ｂ
三村Ｂ
西川Ｂ
郵便局
東区Ｂ
中野村区Ｂ
西川レディース
十津川村教職員組合

【オープンチーム】

○結　果
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平
成
23
年
１
月
18
日（
火
）十
津

川
村
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー（
湯
之
原
）

で
、十
津
川
村
消
防
団
出
初
式
及

び
、南
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
下
、集
ま
っ
た
消
防
団
員

は
十
津
川
村
消
防
団
２
２
２
人
、野

迫
川
村
消
防
団
23
人
の
合
計
２
４

５
人
で
し
た
。

　

出
初
式
で
は
、功
労
の
あ
っ
た
消

防
団
員
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、湯
之
原
の
川
原
で
は
、村
の

安
全
を
願
い
一
斉
に
放
水
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
古　

良
乃（
第
５
分
団
）

　

玉
置　

秀
一（
第
７
分
団
）

　

玉
置　

元
久（　

 

〃 　

）

　

玉
置　
　

巖（　

 

〃 　

）

　

西
山　

宜
延（　

 

〃 　

）

　

上
北
美
貴
子（
第
８
分
団
）

　

大
玉　

礼
二（　

 

〃 　

）

　

栗
栖
美
知
子（　

 

〃 　

）

　

上
垣　
　

豊（　

 

〃 　

）

　

中　
　

経
孝（　

 

〃 　

）

　

愛
須　

英
充（　

 

〃 　

）

　

辻　

左
知
子（　

 

〃 　

）

　

西
村
浪
美
江（　

 

〃 　

）

　

岡
本　

直
人（
第
９
分
団
）

　

原
田　

忠
輝（　

 

〃 　

）

　

中　
　

吉
美（
第
10
分
団
）

　

千
葉
ひ
ず
る（　

 

〃 　

）

　

辻　

か
よ
み（　

 

〃 　

）

団
長
表
彰

　

勝
間
田
清
美（
第
１
分
団
）

　

玉
田　

武
温（　

 

〃 　

）

　

坂
口
ひ
ろ
み（　

 

〃 　

）

　

青
木　

真
美（　

 

〃 　

）

　

玉
置
雄
一
郎（
本
部
分
団
）

　

千
葉　

広
之（　

 

〃 　

）

　

前
岡　

秀
樹（
第
７
分
団
）

　

孫
入　

陽
平（
第
８
分
団
）

　

則
本　

辰
人（
第
９
分
団
）

　

大
谷　

英
一（
第
10
分
団
）

村
長
感
謝
状

永
年
勤
続
30
年
以
上
退
職
者

　

玉
置　

秀
利

知
事
表
彰

　

中
砂　

昭
文（
第
１
分
団
）

　

上
東　

清
房（
本
部
分
団
）

　

東　
　

孝
信（
第
６
分
団
）

　

松
木
平
正
行（
第
９
分
団
）

協
会
長
表
彰

　

野
﨑　

茂
男（
第
３
分
団
）

　

林　
　
　

保（
第
５
分
団
）

　

東　
　

正
和（
第
６
分
団
）

　

寒
川　

展
至（
第
７
分
団
）

　

森
下　

弘
一（
第
８
分
団
）

支
部
長
表
彰

　

新
谷　
　

豊（
第
１
分
団
）

　

新
谷　
　

実（　

 

〃 　

）

　

小
山
手
亥
太
郎（
第
３
分
団
）

　

平
井　
　

享（　

 

〃 　

）

　

峯
砂　

安
雄（
本
部
分
団
）

　

後
木　

雅
貴（　

 

〃 　

）

　

東　
　

福
万（
第
６
分
団
）

　

後
木　

一
成（
第
８
分
団
）

　

阪
本　

喜
晴（　

 

〃 　

）

　

中　
　

一
光（
第
10
分
団
）

　

田
中　

勝
𠮷（　

 

〃 　

）

村
長
表
彰

　

上
垣　

智
一（
本
部
分
団
）

　

前
田　

元
子（
第
２
分
団
）

　

内
野　

貞
子（　

 

〃 　

）

　

谷
口　

広
一（
第
３
分
団
）

　

岩
崎　

正
光（
第
５
分
団
）

　

中
上
美
智
代（　

 

〃 　

）

　

大
玉　

良
子（　

 

〃 　

）

観　閲 代表謝辞　上垣 智一（本部分団）

出初式･国旗掲揚：十津川村消防団

十津川村消防団・奈良県消防協会南吉野支部

消防出初式消防出初式

村
の
安
全
願
っ
て

表
彰
者

（
敬
称
略
）
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　１月15日、二津野ダム湖畔でオシドリ観察船がスタートしまし
た。これは、十津川村と田辺市の観光圏協議会が、二津野ダム
に飛来するオシドリをバードウォッチングしてもらう新たな誘客
サービスとして企画したもので、宿泊者優先で無料体験できま
す。
　二津野ダムには、例年11月から3月までオシドリやマガモが
飛来し、今年は約2,600羽が確認されています。2007年には日
本野鳥の会の観測で約3,300羽の日本一を記録。国内有数の
オシドリの越冬地として注目を浴びています。
　参加者は「こんなに間近で、たくさんのオシドリを見たのは初
めて」とバードウォッチングの醍醐味と数の多さに魅了されてい
ました。この観察船は、３月６日まで 土日祝のみ運行します。

二津野ダムでオシドリ観察船
数の多さに魅了

大
空
を
キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て
わ
が
残

生
描
け
ば
い
ま
だ
夢
は
生
ま
る
る

広
島
市
　
大
西
　
創
子

喪
の
葉
書
を
書
き
終
へ
亡
夫
に
声
か

く
る
い
よ
い
よ
淋
し
き
日
々
と
な
る

べ
し

奈
良
市
　
吉
元
　
淑
子

何
事
も
無
く
て
暮
れ
行
く
ひ
と
日
に

て
有
難
く
思
ふ
こ
ん
な
事
さ
へ

奈
良
市
　
青
木
　
澄
子

わ
れ
は
古
稀
夫
は
喜
寿
を
無
事
む
か

へ
う
か
ら
ら
つ
ど
ひ
初
春
を
寿
ぐ

御
所
市
　
加
納
　
豊
子

ラ
ヂ
オ
よ
り「
夜
空
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
」聞
へ
来
て
癒
さ
れ
て
を
り
眠
り
得

ぬ
夜
を

下
市
町
　
杉
田
　
良
子

元
日
に
目
覚
め
て
胸
に
手
を
置
け
ば

リ
ズ
ム
よ
く
打
つ
鼓
動
伝
ひ
来

新
宮
市
　
細
川
　
恵
泉

教
へ
子
の
賀
状
読
み
つ
つ
過
ぎ
去
り

し
五
十
余
年
の
昔
恋
ほ
し
む

重
　
里
　
光
野
　
濱
子

せ
め
て
も
の
華
や
ぎ
求
め
桃
色
の
か

ろ
く
小
さ
き
手
帳
を
買
ひ
ぬ

滝
　
川
　
上
東
　
律
子

霜
柱
ふ
み
つ
つ
七
草
摘
み
そ
ろ
ふ
手

籠
に
あ
ふ
る
る
さ
み
ど
り
の
色

出
　
谷
　
浦
　
　
雅
子

昨
夜
見
し
夢
に
出
で
来
し
亡
き
友
の

面
輪
は
若
く
在
り
し
日
の
ま
ま

武
　
蔵
　
中
村
　
昭
子

幾
光
年
を
か
け
て
地
球
に
届
き
し
か

ま
た
た
く
小
さ
き
星
の
光
り
は

小
　
井
　
垣
内
　
圭
三

宮
内
を
静
か
に
舞
へ
る
粉
雪
は
こ
の

山
里
に
幸
多
か
れ
と

滝
　
川
　
富
澤
　
す
ま

外
は
雪
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
小
豆
煮
え

風
邪
に
臥
し
ゐ
る
友
に
文
書
く

風
　
屋
　
前
木
千
鶴
子

新
雪
に
視
界
広
ご
る
銀
世
界
こ
こ
ぞ

わ
が
里
初
日
あ
ま
ね
し

小
　
森
　
西
田
　
宮
子

新
年
の
挨
拶
交
は
す
人
も
な
く
静
も

る
朝
初
春
の
道
往
く

重
　
里
　
宮
村
喜
代
子

夫
と
並
み
祈
願
成
就
を
祈
念
す
る
静

か
な
宮
居
に
拍
手
ひ
び
く

内
　
原
　
西
村
　
好
子

菜
の
花
と
猫
柳
活
け「
春
で
す
よ
」も

ろ
も
ろ
語
る
夫
が
命
日

小
　
原
　
下
野
　
龍
子

迷
ひ
道
崖
道
あ
り
て
八
十
年
い
ま

茫
々
と
彼
方
に
か
す
む

小
　
原
　
滝
　
　
正
代

は
　
る

あ
し
た
は
　
る



10

十
津
川
村
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
説
明
会

　

４
月
24
日
執
行
予
定
の
十
津
川
村
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
へ
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
日
時 

： 

３
月
18
日（
金
）

               

午
前
10
時
〜

○
場
所 

： 

十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

し
て
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

選
挙
っ
て
・・・・・
？
？

　
「『
選
挙
』っ
て
何
か
面
倒
く
さ
い
。」「『
投

票
』っ
て
ど
う
や
っ
て
す
る
の
？
」な
ん
て
思
っ

て
い
る
人
、投
票
は
簡
単
で
す
。

　

今
度
の
選
挙
で
は
、ぜ
ひ
投
票
所
へ
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
！ 

　

投
票
日
に
、自
分
の
所
属
す
る
投
票
区
の
投

票
所
へ
行
き
、受
付
係
に
入
場
券
を
出
し
ま
す
。

　

入
場
券
は
、あ
ら
か
じ
め
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
入
場
券
が
な

く
て
も
、本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。

　

名
簿
対
照
係
で
対
照
を
受
け
、投
票
用
紙

交
付
係
で
投
票
用
紙
を
も
ら
い
ま
す
。

　

投
票
記
載
台
で
投
票
用
紙
に
自
分
で
記
入

し
、投
票
箱
に
投
函
し
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
で
、あ
な
た
の
一
票
が

　
　
　
政
治
に
反
映
さ
れ
る
の
で
す
。

※

そ
の
他
、「
期
日
前
投
票
」「
不
在
者
投
票
」な

ど
の
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
、役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
村
民
向
け
情
報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.vill.totsukaw

a.lg.jp/

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で

政
治
が
関
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、ゴ
ミ
の
収
集
、医
療
、道
路
の
整
備

な
ど
身
の
回
り
の
大
事
な
問
題
も
、交
通
安

全
、消
防
、防
犯
と
い
っ
た
私
た
ち
の
安
全
に

関
わ
る
仕
事
や
、物
価
、税
金
、社
会
福
祉
、年

金
と
い
っ
た
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
大
切

な
問
題
も
、す
べ
て
政
治
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
政
治
に
私
た
ち
の
意
見
や
願

い
を
反
映
さ
せ
る
人
が
、私
た
ち
が
選
挙
で
選

ぶ
代
表
者
な
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、よ
り

よ
い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、良
い
代
表

者
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、私
た
ち
は
常
日
ご
ろ
か
ら
政
治
へ
の

関
心
と
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

選
挙
や
政
治
は
自
分
の
生
活
に
直
接
の
関

係
が
な
い
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
人
も
お
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
の
日
常
生

活
に
は
、環
境
、交
通
、住
宅
、教
育
、物
価
、そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
密
接
し
て
い
て
、こ

れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
政
治
が
直
結
し
て
い

る
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、自
分
自
身
が
努
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、政
治
に
関
心
を
持
ち
、政
治
に
対

　
私
の
一
票
な
ん
て
大
勢
に
影
響
し
な
い
。

　
　
投
票
し
て
も
ど
う
せ
世
の
中
が
変
わ
る
は
ず
が
な
い
。

投
票
に
行
く
の
は
め
ん
ど
く
さ
い
し････

。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
決
し
て
無
駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
一
票
は
無
力
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　統一地方選挙とは、地方公共団体の長や議員の選挙を、全国的に期日を統一
して行う選挙で、有権者の選挙への意識を全国的に高め、また選挙事務や費用を
節減する目的で、昭和22年から４年ごとに行われています。

奈良県知事選挙、奈良県議会議員選挙、村議会議員選挙が予定

今年は４年に一度の
統一地方選挙の年です

 選
挙

十津川村議会議員選挙

選挙管理員会からのお知らせ

奈良県知事選挙
奈良県議会議員選挙（告示日：4月1日）

（告示日：3月24日）

（告示日：4月19日）

の投票日
４月２４日(日)は、

４月10日(日)は、

みんなそろって投票しましょう
の投票日
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○県立五條病院の玄関に乗り入れます。

○乗り降りしやすい車両を使用します。

○県立五條病院をご利用しやすい時間に
　運行します。

○一般の方もご利用いただけます。

運行期間：平成23年2月28日～平成25年3月29日
運行区間：十津川温泉～五條バスセンター
運 休 日：土曜日・日曜日・国民の祝日
　　　　 お盆（8月13日～8月15日）
　　　　 年末年始（12月29日～1月3日）
時　　刻：主なバス停（ダイヤは予定です）

多様な通院ニーズに対応するため、
十津川温泉と県立五條病院を結ぶ
新たなバスを運行します。

  行
6:03
6:26
6:54
7:25
8:54

   帰
14:52
14:29
14:01
13:47
12:06

運行ルート

運行概要 主な特徴

広域通院ラインのお問い合わせ
五條市地域公共交通会議　野迫川村・十津川村地域公共交通活性化協議会
（事務局）奈良県土木部・道路交通環境課　TEL:0742-27-8103　FAX:0742-27-5339

　平成21年9月に15歳以上の
村民を対象に行った公共交通に
関するアンケート結果では、現在
のバス路線では必ずしも通院ニ
ーズに対応していないことがわ
かりました。このため、五條病院
の診療時間などを考慮し、広域
的な移動を含めた通院を支援す
るこのバスの運行が決まりまし
た。
　約2年間の実証運行となりま
す。たくさんの方々にご利用いた
だくことがバス運行の維持にも
つながりますので、ご協力よろし
くお願いします。

【運行開始に至った経緯】

※その他の区間については、奈良交通ホームベージ
　〈時刻運賃案内〉をご覧ください。（２月下旬以降掲載予定）
　ホームページアドレス
　　　http://jikoku.narakotsu.co.jp/form/asp/

十 津 川 温 泉
十津川村役場前
川 津
上 野 地
県立五條病院玄関口

バス停



地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

確
定
申
告
納
税
相
談

※診療時間は午前９時30分から午後４時30分
　です。
※変更となる場合がありますので、前日の無線放
　送を聞いてください。

上野地診療所

小原診療所

中川医院

3月

6 13 2013

2月

2720

12

　

吉
野
税
務
署
で
は
、平
成
22
年
分
の
所
得

税
・
消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定
申
告
の
出

張
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
と
は
、１
年
間（
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
）の
所
得
と
、そ
れ
に
対
す
る
所

得
税
の
金
額
を
税
務
署
に
申
告
す
る
手
続

き
の
こ
と
で
す
。
同
時
に
源
泉
徴
収
な
ど
で

納
め
す
ぎ
て
い
る
税
金
を
還
付
し
て
も
ら
う

手
続
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
２
月
23
日（
水
）

◆
日
時
：　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
日
時
：
２
月
24
日（
木
）

◆
日
時
：　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
日
時
：
２
月
25
日（
金
）

◆
日
時
：　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◆
場
所
：
十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

吉
野
税
務
署

　

☎
０
７
４
６（
32
）３
３
８
５

　

総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」も
そ

の
支
援
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
対
応
で
き
て
い
な
い「
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世

帯
」に
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
無
償
で

給
付（
配
送
）し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

　
　

☎
０
５
７
０（
０
２
３
）７
２
４

　

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

　
　

へ
の
支
援

　
　

☎
０
５
７
０（
０
３
３
）８
４
０

※

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
は
、平
成

27
年
３
月
末
日
ま
で
、現
在
視
聴
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
で
も
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
ま
す
。

☎62-0001(代表)
☎050-5004-6720
☎050-5004-6721
☎050-5004-6722

☎62-0001
☎62-0002
☎62-0003
☎62-0004
☎62-0005
☎62-0900
☎62-0901
☎62-0902
☎62-0903
☎62-0904
☎62-0905
☎62-0906
☎62-0907
☎62-0067
☎63-0391
☎63-0291
☎63-0040
☎68-0207
☎62-0567
☎63-0003
☎63-0200
☎62-0090
☎62-0400
☎64-1100
☎62-0137
☎63-0067
☎64-0762
☎64-0666
☎63-0110
☎68-0336
☎64-1600
☎68-0017
☎64-0301
☎62-0132

役場
役場IP電話

　　総務課 
　　議会事務局
　　教育委員会
　　村づくり推進課
　　農林課
　　住民課
 
　　福祉事務所
　　財政課
　　建設課

　　出納室
　　生活環境課
教育委員会
衛生センター
し尿処理場
小原診療所
上野地診療所
森林館(古ﾙ野)
道の駅十津川郷
観光協会
泉湯
滝の湯
庵の湯
歴史民俗資料館
体育文化センター
温泉プール
社会福祉協議会
十津川警察署
五條土木上野地
高森の郷
北部保健センター
森林組合
商工会

はん用機械器具、
生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

　時間額 ７９１ 円
平成22年12月25日発効

　　電気関係製造業

　時間額 ７９2 円
平成22年12月25日発効

時間額 691円
平成22年10月24日発効

木材・木製品、
家具・装備品製造業
（製材熟練など）
　日額 6,５２７円
　時間額  ８１６円
平成元年1月25日発効

奈良労働局・労働基準監督署奈良労働局・労働基準監督署

奈良県の最低賃金が改定奈良県の最低賃金が改定

特 定
最低賃金
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固
定
資
産
税
納
付
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
願
い

●
固
定
資
産
所
有
者（
納
税
管
理
人
な
ど
）が

亡
く
な
ら
れ
て
、相
続
登
記
が
完
了
す
る
ま
で

の
間
、固
定
資
産
税
な
ど
に
か
か
る
書
類（
納

税
通
知
書
な
ど
）を
受
領
す
る
相
続
人
代
表
者

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、こ
の
手
続
き
は

固
定
資
産
税
に
関
す
る
手
続
き
で
す
の
で
、名

義
を
変
更
す
る
相
続
登
記（
法
務
局
）や
相
続

税
の
申
告（
税
務
署
）と
は
関
係
が
な
く
、そ
れ

ぞ
れ
別
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
納
税
義
務
者
の
人
が
、十
津
川
村
外
ま
た
は

外
国
へ
転
出
す
る
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
固
定
資
産
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
場
合
で
、村
内
に
住
所
な
ど
が
あ
る
人

ま
た
は
村
外
に
住
所
な
ど
が
あ
る
人
の
う
ち
、

納
税
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を
代
理
し
て
処
理

す
る
人（
納
税
管
理
人
）を
定
め
た
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
納
税
義
務
者
の
人
で
、十
津
川
村
外
に
住
所

が
あ
り
、そ
の
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、ま

た
法
人
で
名
称
変
更
や
住
所
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、変
更
前
と
変
更
後
の
内
容
に

つ
い
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

右
の
よ
う
な
こ
と
に
当
て
は
ま
る
人
ま
た
は

相
談
し
た
い
と
思
わ
れ
る
人
は
、財
政
課
税
務

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課　

税
務
係

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
３

22歳以上26歳未満の者
（平成24年4月1日現在）
20歳以上22歳未満で、大学卒業に
相当する者

技能公募資格の一例
・医師・薬剤師・看護師・准看護師・救急救命士・理学療法士・診療放射線技師・臨
 床検査技師・自動車整備士・情報処理技術者・総合無線通信士・電気主任技術者
・建築士・測量士　など

4月15日～18日の間で指定する１日

平成24年4月1日現在、
18歳以上27歳未満の者
（昭和60年4月2日から平成6年4月1
日までに生まれた者）

【１次試験】
5月14日　筆記試験
5月15日　筆記式操縦適性検査
（飛行要員希望者のみ）
【２次試験】
6月14日～16日のうち指定する日

2月1日（火）
　　
5月6日（金）

2月1日（火）

5月6日（金）

1月11日（火）
　
4月6日（水）

【１次試験】
5月21日
【２次試験】
6月22日～27日の間で指定する１日

【一般公募】
18歳以上34歳未満の者
【技能公募】
18歳以上55歳未満の者で下記の国
家免許資格などを有する者
（資格により54歳または53歳未満）

～
～

～

幹部
候補生

募集種目 受付期間 試験期日 資　　格

一般曹
候補生

予備
自衛官補

【お問い合わせ】  自衛隊奈良地方協力本部　五條地域事務所
☎０７４７（２２）３７８９

自衛隊各種募集の案内自衛隊各種募集の案内

　配偶者暴力被害や性暴力被害に関する相談窓口
を開設しますので、お悩みの方はご相談ください。
○相談期間：２月２８日（火） 午前１０時～
　（２４時間受付）　　　　３月２７日（日） 午後１０時

○相談内容：配偶者などからの暴力の被害に関する
                相談や性暴力の被害に関する相談

（配偶者暴力等被害者相談ダイヤル）（配偶者暴力等被害者相談ダイヤル）
パープルダイヤルの開設

0120－941－826

パープルダイヤルの開設

0120－941－826

と　き  ３月５日（土）小雨決行
　　　  午前11時15分スタート

ところ  馬見丘陵公園
          （河合町大字佐味田2202）

みなさんのご声援
    よろしくお願いします

第６回市町村対抗子ども駅伝大会第６回市町村対抗子ども駅伝大会第６回市町村対抗子ども駅伝大会

昨年の様子
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プ
チ
農
業
体
験
を
し
ま
し
た

12
月
６
日
武
蔵
地
区

農
業
が
広
が
る
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
講
座

　

２
月
19
日（
土
）と
３
月
５
日（
土
）の
午
後

１
時
か
ら
５
時
ま
で
。
役
場
で
行
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、当
協
議
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

特
産
品
を
作
っ
て
み
よ
う

　

全
４
回
の
予
定
で
特
産
品
を
作
る
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
チ
ラ
シ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
加
工
品
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
と

い
う
話
か
ら
、最
終
的
に
は
実
際
に
加
工
品
を
調

理
し
て
、製
品
に
ま
で
完
成
さ
せ
ま
す
。
ゆ
う
べ

し
や
め
は
り
ず
し
に
続
く
十
津
川
村
の
新
た
な
加

工
品
・
特
産
品
を
開
発
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
開
催
日
時
及
び
場
所
】

○
３
月
３
日（
木
）　

○
３
月
10
日（
木
）

　
　

道
の
駅
地
下
２
階　

会
議
室

○
３
月
16
日（
水
）　　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
昴

※

時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

○
３
月
25
日（
金
）

　
　

山
村
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階　

調
理
室

※

時
間
：
午
後
２
時
〜
５
時

経
費
を
か
け
な
い
農
業
の
運
営
方
法
も
聞
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
十
津
川
で
ハ
ー
ブ
を
も
っ
と

広
め
ま
せ
ん
か
？
と
お
声
が
け
も
い
た
だ
き
、使

わ
な
く
な
っ
た
ト
ン
ネ
ル
で
の
し
い
た
け
栽
培
や

十
津
川
の
清
水
販
売
な
ど
の
斬
新
な
案
も
出
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
ハ
ー
ブ
栽
培
や
有
機
堆
肥
づ

く
り
を
し
て
み
た
い
」「
時
間
を
有
効
に
使
っ
た
農

業
を
心
が
け
た
い
」「
し
っ
か
り
し
た
組
織
作
り

を
考
え
た
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、ほ
と
ん
ど
が
農
作
業

は
初
体
験
！
と
い
う
こ
と
で
、畑
を
耕
す
こ
と
か

ら
一
苦
労
で
し
た
。
耕
し
方
か
ら
苗
の
植
え
方

ま
で
、武
蔵
地
区
の
人
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
石
が
出
て
き
た

り
、慣
れ
な
い
作
業
で
腰
が
痛
く
な
っ
た
り
と
、

な
か
な
か
作
業
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
作

業
の
大
変
さ
を
、ほ
ん
の
一
部
で
す
が
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
春
の
収
穫
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
今
後

い
ろ
い
ろ
な
作
物
を
植
え
て
、加
工
品
を
作
っ
た

り
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
20
日（
木
）に
十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル
で

「
農
業
が
広
が
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、ホ
テ
ル
昴
で
の
ハ
ー
ブ
栽
培
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
、山
口
農
園
代
表
の
山
口
武
さ
ん

を
お
招
き
し
、有
機
栽
培
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

山
口
農
園
で
使
用
し
て
い
る
肥
料
の
話
や
収

穫
か
ら
発
送
ま
で
の
取
り
組
み
の
紹
介
、余
計
な

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
12
月
か
ら
新
た
に

協
議
会
に
入
り
ま
し
た
、岡
で
す
。

　

12
月
６
日
に
農
業
体
験
座
談
会
を
行
っ
た

縁
で
、武
蔵
地
区
で
農
業
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
畑
の
一
角
を
借
り
て
、２
種
類

の
エ
ン
ド
ウ
豆
、「
南
海
緑
」と「
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン

ド
ウ
」の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

【発信】
地域雇用創造協議会事務局
住所：十津川村小原225-1
         十津川村役場
         村づくり推進課内
電話：0746-62-0004
        （内線：235・236・237）

農業体験でエンドウ豆を植え付け

参加者は山口さんのお話を
熱心に聞いていました

十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル
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ル
を
付
け
替
え
る
前
に
、も
っ
と
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
所
が
絶
対
に
あ
り
、そ
こ

を
最
初
に
工
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

僕
は
そ
う
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
一
番
思
う
の
は
医
師
不
足
で
す
。

十
津
川
村
は
高
齢
者
が
多
く
全
員
が
車
や

バ
イ
ク
を
運
転
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
、村
で
病
院
は
三
ヶ
所
あ
り
、そ

の
中
の
一
ヶ
所
は
週
に
数
回
村
外
か
ら
来
て

も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
れ
に
村
に
は

救
急
車
が
な
く
、搬
送
車
な
の
で
車
内
で
の

救
命
処
置
が
で
き
な
い
の
で
病
院
に
急
い

で
行
く
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か

し
、村
の
病
院
で
は
無
理
と
な
れ
ば
、田
辺

や
新
宮
、五
條
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
、そ
れ
に
は
、一
時
間
以
上
か
か
っ
て
し

ま
い
、こ
の
間
に
処
置
す
る
か
し
な
い
か
は

大
き
な
差
が
で
る
と
思
い
ま
す
。

　
税
金
と
は
、本
当
に
必
要
な
使
い
方
を

考
え
な
け
れ
ば
ム
ダ
に
も
な
り
、人
の
命
を

救
う
事
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
次
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、中
学
校
で
す
。

今
、村
で
は
学
校
の
統
合
が
す
す
ん
で
お

り
、そ
の
た
め
新
し
い
校
舎
を
建
て
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
大
金
が
必
要
で
す
。
も
し

税
金
が
な
く
て
一
人
あ
た
り
、何
万
円
か
払

え
と
言
わ
れ
て
し
ま
え
ば
少
な
い
年
金
で

く
ら
し
て
い
る
老
人
が
か
わ
い
そ
う
で
す
。

そ
れ
に「
そ
こ
ま
で
し
て
何
に
な
る
」と
言

い
出
す
人
も
出
て
く
れ
ば
建
設
が
中
止
に

な
り
、中
学
校
統
合
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
い
い
と
こ
ろ
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、良

い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

さ
き
ほ
ど
あ
げ
た
国
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
関
係
し
ま
す
。
確
か
に
道
が
整

備
さ
れ
る
の
は
い
い
こ
と
で
す
が
本
当
に
そ

こ
を
工
事
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
思
う

事
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
付
け
替
え
工
事
で
す
。
ガ
ー
ド
レ
ー

　
僕
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
多
く
の
税
が

存
在
し
、人
は
一
生
に
多
く
の
税
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
高
校
生
の

自
分
の
考
え
を
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
僕
が
税
と
聞
い
て
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ

の
は
国
道
で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う

と
、今
国
道
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
て
、ジ

ャ
ス
コ
な
ど
に
買
い
物
に
行
く
時
は
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、僕
の
じ
い
ち

ゃ
ん
が
一
カ
月
に
一
回
田
辺
の
病
院
へ
通
院

す
る
時
も「
道
が
き
れ
い
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
」と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
す
。

税
に
つ
い
て
の
作
文

吉
野
税
務
署
長
賞

「
人
々
の
大
切
な
税
金
」

　各種税金の納め忘れはありませんか？自宅のはがき差し、机の引き出しなどに納付期限の過ぎ
た納付書などはありませんか？まだ、お納めになっていない税金がありましたら至急納付いただ
きますようお願いします。
　みなさんから納めていただく税金は、福祉・環境・教育など、地域住民のみなさんへの身近な行
政サービスに使われる大切な財源です。納期限までに正しく納めましょう。
　また、納付書をなくされた方の納付書の再発行や、税金を納期限内に納める事が困難な方のた
めにも納税相談も行っています。

お問い合わせ：財政課税務係　☎０７４６（６２）０９０３

村税の納め忘れはありませんか？
村県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税
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こくみんねんきん

　

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶

養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る

方
や
、年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
所
得

が
あ
る
方
、ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
の

雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、確
定

申
告（
平
成
23
年
２
月
16
日
〜
３
月

15
日
ま
で
に
、住
所
地
を
管
轄
す
る
税

務
署
や
役
場
財
政
課
で
受
付
）を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴

収
票
は
、そ
の
際
に
、添
付
書
類
と
し

て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、老
齢
年
金
な
ど
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
な
い
介
護
保
険
料
な
ど
の

社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
は
、確
定
申

告
を
行
い
、所
得
税
の
過
不
足
分
を
精

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

万
一
、源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
や
未
着
の
場
合
な
ど
に
は
、日
本

年
金
機
構
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）で
源
泉
徴
収
票
の
再

交
付
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
電
話
番
号
】

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、０
３（
６

７
０
０
）１
１
６
５
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

・
月
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

た
だ
し
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
火
曜
日
）は
19
時
ま
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

・
第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
〜
16
時

※

日
曜
と
第
２
を
除
く
土
曜
日
、祝
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の

再
交
付
の
受
付
、そ
の
他
の
年
金
相
談

は
、年
金
事
務
所
や
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
際
は
、年
金
証
書
の
基
礎
年

金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

さ
れ
た
日
本
年
金
機
構
で
は
、国
民
年

金
、厚
生
年
金
保
険
の
対
象
と
な
る
年

金
受
給
者
の
方
々
に
平
成
22
年
分
の

源
泉
徴
収
票
を
作
成
し
、平
成
23
年

１
月
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
、平
成
23

年
１
月
15
日
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
は
、そ
の
年
の
１
年
間
に
支
払
わ

れ
た
年
金
の
総
額
、社
会
保
険
料
の
金

額（
介
護
保
険
料
額
、国
民
健
康
保
険

料
お
よ
び
長
寿
医
療
保
険
料
）、源
泉

徴
収
税
額
お
よ
び
控
除
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、65
歳
未
満
で
年
金
の
支
払
額

が
１
０
８
万
円
に
満
た
な
い
方
と
、65

歳
以
上
で
年
金
の
支
払
額
が
１
５
８

万
円
に
満
た
な
い
方
に
つ
い
て
は
、所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
確
定
申
告
の
際
に
必
要
で
す

■
老
齢
給
付
の
受
給
者
に
送
付
さ
れ
て

い
ま
す

　

国
民
年
金
、厚
生
年
金
保
険
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
な
ど
は
、所
得
税
法
上「
雑
所

得
」と
み
な
さ
れ
、所
得
税
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、国
民
年
金
法
な
ど

で
、障
害
も
し
く
は
死
亡
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
課
税
し
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、老
齢
も
し

く
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

に
つ
い
て
の
み
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
者（
厚
生
労

働
省
・
各
共
済
組
合
）は
、所
得
税
が
老

齢
年
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、老
齢
年
金
な

ど
を
受
け
て
い
る
方
々
全
員
に「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」を
作
成
し
、

そ
の
年
の
翌
年
１
月
31
日
ま
で
に
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、厚
生
労
働
省
か
ら
委
託

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課
保
険
年
金
係

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　

直
通
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、確
定
申
告
の
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
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ほけんだより

■発信　住民課保健衛生係【内線146・147】

　

そ
の
た
め
、早
期
に
が
ん
を
発
見
し
て
治
療
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、平
成
18
年
か
ら
平
成
20
年
に
十

津
川
村
に
住
所
が
あ
り
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
死
亡

原
因
を
表
し
て
い
ま
す
。こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、が

ん
で
亡
く
な
ら
れ
る
人
が
約
３
割
を
占
め
、こ
の
う

ち
胃
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
る
人
が
最
も
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。胃
が
ん
は
、早
期
で
発
見
す
れ
ば
治
り

や
す
い
が
ん
で
す
が
、村
の
胃
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
、21
・
４
%
と
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　

が
ん
検
診
の
目
的
や
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、定

期
的
に
、そ
し
て
結
果
が
出
る
ま
で
き
ち
ん
と
受
診

し
、が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
胃
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
】

　

胃
が
ん
検
診
、乳
が
ん
検
診
と
も
、無
症
状
の
う

ち
に
検
診
を
受
診
し
た
人
で
も
、早
期
の
が
ん
が
発

見
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
が
現
状
で
す
。
乳
が
ん

は
、早
期
に
見
つ
け
る
こ
と
で
乳
房
を
温
存
す
る
治

療
法
を
選
択
肢
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、生

活
の
質
の
向
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。

【
婦
人
科（
子
宮
が
ん
）検
診
】

　

正
常
で
な
い
細
胞
が
浸
潤
が
ん（
転
移
し
や
す
い

が
ん
）に
な
る
の
に
２
〜
３
年
か
か
り
ま
す
の
で
、定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
が
ん
に
な
る
前
の
段

階
で
診
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※

早
期
に
が
ん
を
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
・・・

【
胃
が
ん
】　

ほ
ぼ
治
癒
が
可
能

【
乳
が
ん
】　

予
後（
治
療
の
経
過
）が
良
好

【
婦
人
科（
子
宮
が
ん
）】　

ほ
と
ん
ど
治
癒
が
可
能

　
村
で
は
、春
と
秋
の
季
節
に
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
診
は
、胃
が
ん
・
乳
が
ん
・
婦
人
科（
子
宮
が
ん
）を
早
期
に
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、が
ん
に
か
か
っ
て
亡
く
な
る
人
の
割
合（
死
亡
率
）を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

が
ん
に
な
ら
な
い
生
活
習
慣

①
　
禁
煙
す
る

②
　
適
度
な
飲
酒

③
　
食
塩
は
控
え
め
に

④
　
熱
い
飲
食
物
は
避
け
る

⑤
　
運
動
を
定
期
的
に

⑥
　
ハ
ム
な
ど
の
加
工
食
品
、牛
・
豚
・
羊
な
ど
の

　
　
赤
肉
の
接
種
は
控
え
め
に

⑦
　
野
菜
・
果
物
を
食
べ
る

⑧
　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
す
る

⑨
　
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
す
る
　

⑩
　
よ
く
笑
う

春のがん検診を受けましょう春のがん検診を受けましょう

【検診場所】出谷・重里・平谷・役場　■対象年齢：20歳以上

①住民票が十津川村にあること。②健康保険で社会保険の本人以外であること。ただし、がん検診を会社などで行っ
ていない場合は、村での検診を受診できます。（社会保険で扶養の人、国民健康保険の人はこの条件を満たすので受
診できます。）③婦人科（子宮がん）検診と乳がん検診は、原則2年に1回の受診となるため、平成22年度に受診して
いないこと。女性のみ。④2月下旬の回覧、または電話で3月25日までに申し込みをしていただいた人。

※受診対象条件※

胃がん検診（５月９～１３日、１６日、１７日）

乳がん検診（5月２７日・３１日）　【検診場所】役場・風屋・上野地

婦人科（子宮がん）検診（4月２7日～２8日）　

【検診場所】上野地・川津・風屋・役場・折立・平谷・上葛川・竹筒・出谷・重里
■対象年齢：４0歳以上の方（受診日時点）　■検査方法：バリウム使用

■対象年齢：４0歳以上の方（受診日時点）　■検査方法：マンモグラフィ使用、視触診

平成23年度の予定

悪性新生物（がんなどの疾患）
心疾患（狭心症や心筋梗塞などの心臓の病気）
脳血管疾患（脳出血や脳梗塞などの脳の血管の病気）

【グラフ】　十津川村における死亡原因

悪性新生物
29%

H18～H20　合計206人

心疾患
18%

肺炎
8%

脳血管疾患
10%

その他
35%
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平
成
23
年
４
月
か
ら
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
自
己
負
担
割
合
は
２
割
に
変
更
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、１
年
間
１
割
の
ま
ま
据

え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、今
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
も
新
し
い
も
の
に
変
更
し
ま
す
。

※

対
象
と
な
る
方
に
は
、保
険
証
を
更
新
す

る
時
に
同
封
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、現
役
並
み
の
所
得
者
は
３
割
の

ま
ま
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。（
高
齢
受
給
者
証

の
変
更
も
あ
り
ま
せ
ん
）

 

■
国
保
ま
め
知
識
■

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と

は
、最
初
に
作
ら
れ
た
薬（
新
薬
）の
特
許
終

了
後
に
厚
生
労
働
省
の
認
可
の
も
と
、薬
を

開
発
し
た
医
薬
品
企
業
で
は
な
い
他
の
医

薬
品
企
業
が
製
造
、販
売
し
て
い
る
薬
の
こ

と
で
す
。
一
般
的
に
新
薬
に
比
べ
て
価
格
が

安
く
、有
効
成
分
も
新
薬
と
同
じ
な
の
で
医

療
費
が
少
な
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

○
な
ぜ
安
い
の
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
開
発
に
は
、新

し
い
薬
の
開
発
と
比
べ
て
研
究
や
開
発
に
か

か
る
費
用
が
少
な
い
た
め
、基
本
的
に
価
格

は
新
薬
よ
り
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
質
が
悪
い
の
で
は
？

　

新
薬
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
ど
ち
ら
に

も
、品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、薬
事
法
で
様
々
な
規
定
が
あ
り
ま
す
。

○
ど
う
す
れ
ば
処
方
し
て
も
ら
え
る
の
？

　

新
薬
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
ど
ち
ら
で

も
、医
療
用
医
薬
品
を
手
に
入
れ
る
に
は
、

患
者
さ
ん
の
病
歴
や
体
質
を
考
え
て
出
さ

れ
る
お
医
者
さ
ん
の
処
方
せ
ん
が
必
要
で

す
。「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た

い
」と
お
考
え
の
方
は
、ま
ず
は
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
・
薬
剤
師
さ
ん
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

国
保
だ
よ
り

国
保
だ
よ
り

70
歳
以
上
の

　

自
己
負
担
割
合
が

　
　

１
割
の
ま
ま

　
　
　

据
え
置
か
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

▼対象者
　４月から保育所に入所を希望される幼児とその保護者
▼入所対象者生年月日
　赤組 平成19年４月２日生から平成20年４月１日生まで
　黄組 平成18年４月２日生から平成19年４月１日生まで
　青組 平成17年４月２日生から平成18年４月１日生まで
▼体験保育の日時・場所
　【上野地保育所】 大字上野地215番地　☎（68）０２２７
　２月14日（月）午前９時30分から午前11時30分まで
　【花園保育所】     大字風屋1969番地　 ☎（67）００１８
　２月15日（火）午前９時30分から午前11時30分まで
　【小原保育所】　大字小原707番地の５☎（63）００１０
　２月16日（水）午前９時30分から午前11時30分まで
　【みどり保育所】　大字重里661番地の１☎（66）０２３３
　２月17日（木）午前９時30分から午前11時30分まで
▼申込方法等
＊事前に体験保育の参加申込みは、必要ありません。
　直接ご来場ください。

＊当日は、子どもたちの様子や保育内容をご覧いただき、 
　[入園のしおり]に基づいた簡単な入所の説明を行いま
　す。
＊参加される方は、筆記用具と上履きをご持参ください。
☆各保育所からの入所案内状の送付は行いません。
▼入所申請書等
＊入所申請書は、保育所と福祉事務所にありますので、希
　望される方はお申し出ください。
　（体験保育案内書にも同封しています。）
＊入所申請書の提出は、2月25日（金）までに、第１入　
所希望の保育所へ提出してください。
※また都合により体験保育に参加できなかった幼児で
も、入所申請書を提出することで、４月から入所できま
す。
▼お問い合わせ　
　十津川村福祉事務所
　　☎0746（62）0902

保育所入所を希望される方に体験保育を行います
　平成22年度『体験保育』を、次の日程で行います。
　平成23年度に保育所入所を希望される幼児と保護者の皆様は、お誘い合
わせのうえ、ご来場くださいますようご案内します。

保育所入所を希望される方に体験保育を行います
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おくやみおくやみ
泉谷　カネ
原田　信男
表谷　弘好
谷向　皆子
古平　イマ
林　千代一
森下　正美
森井　正二
向平　絹榮
泉谷　弘重
松實　久榮
玉置　秀利

87
77
70
84
86
85
94
73
89
90
80
65

25
4
8
9
10
10
11
13
22
23
26
30

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

12月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

（山　天）
（永　井）
（平　谷）
（込之上）
（小　原）
（西　中）
（上葛川）
（谷　瀬）
（折　立）
（山　天）
（樫　原）
（折　立）

おめでたおめでた
稻田　海緒 1月 8日
父：学　　　母：由紀子 （折　立）

（みお）　  女

柳瀬　のこ 1月10日
父：憲三郎　母：望 　　（上野地）

　  女

青木　太郎 1月12日
父：康弘　　母：晴美 　（小　井）

（たろう）　 男

玉置　敦仁 1月18日
父：雄一郎　母：佐也加 （折　立）

（あつと）　 男

玉井　生羅 1月22日
父：真二　　母：泰佳 　（高　滝）

（きら）　  男

春の火災予防運動春の火災予防運動

大前　穂嵩ちゃん（平谷）
（１月３０日生まれ・満１歳）

絵本が大好きなホゥちゃん。
元気いっぱい大きくなってね。

父･･･裕司　　母･･･教子

ほ だか

お姉ちゃんと
　　　仲良く遊んでね。

父･･･達也　　母･･･ふみ

わか な

沼平　倖歩ちゃん（小原）
（２月１１日生まれ満２歳）

笑顔がステキです !!
これからも元気に育ってネ！

父･･･茂雄　　母･･･美加

ゆき ほ

　３月１日（火）から７日（月）まで春の火災予防運
動が行われます。また、山火事予防・車両火災予防
運動もあわせて行います。
　これからの季節、空気が非常に乾燥し、火災が発
生しやすくなりますので、火気の取扱には十分注意
してください。

【４つの対策】
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
　置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため
　に、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
　等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
　近所の協力体制をつくる。

【3つの習慣】
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
　する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

　昨年12月1日から北部３区（中野村・神納川・二村）
の救急・火災などの消防業務は五條市消防本部が行っ
ています。また、十津川村全域の予防業務も五條市消
防本部の対象となりました。
　消防法及び条例などに基づく各種届出、防火に関す
るお問い合わせなどについては、下記までお問い合わ
せください。
　【お問い合わせ先】
　　五條市消防本部予防課　☎0747(22)3310
　　五條市消防署大塔分署　☎0747(36)0317

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

「消したかな」
あなたを守る 合言葉

五條市消防本部からのお知らせ
－４つの対策・３つの習慣－
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　ギフト券ってみなさん持っています
か。先日テレビで「一部のギフト券の使
用が停止され、未使用券は期限を設け
て払い戻しをしている」との話題が。不
況や少子化で利用が減ったこと、資金決
済法が施行されたことが主な理由で、音
楽ギフト券や花とみどりのギフト券など
は使用・払戻しとも期限が過ぎ、今はた
だの紙切れになっています。また３月中
旬には、全国共通文具券が払戻期限と
して予定されています。もっと早く気が
つき、みなさんにいち早くお知らせでき
ていればよかったのですが･･･。ただの
紙切れになる前に、私ももう一度家でギ
フト券がないか探してみます。    （R・M）

消防出初式での放水演習

　１月21日、大阪にゴールした間寛平さ
んのアースマラソン。２年かけて世界一
周３万６千㌔という距離をマラソン（２
万㌔）とヨット（１万６千㌔）で走破したと
いう姿をテレビで拝見し、感動しました。
自分の体を使って、世界を一周しようと考
えること自体がすごいことですが、それを
成し遂げてしまうという寛平さんの体力と
精神力はすごいですね。自分だったらす
ぐにくじてしまいますが、何を思いながら
走ればこの途方もない距離を走れるので
しょうか。寛平さんの姿を見て、目標を達
成するためには、自分に負けず、「やって
やる」という強い意志を持つことが大事な
んだと、改めて感じさせられました。（H・C）

●世帯数　2,007世帯（＋6世帯）

●人　口　4,126人（＋8人）

（平成23年２月１日現在）

男性 　2,027人（＋3人）／女性　2,099人（＋5人）

住宅用火災警報器を設置しましょう。

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

第
35
回 

新
春
親
善
少
年
剣
道
大
会

　

１
月
５
日（
水
）、折
立
中
学
校
体
育
館

で
、新
春
親
善
少
年
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

●
結
　
果　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　〈
個
人
の
部
〉

▼
小
学
生
低
学
年

　

準
優
勝　

千
葉　

輝
斗（
南
十
津
川
少
）

▼
中
学
生
男
子

　

優　

勝　

松
下　
　

尋（
南
十
津
川
少
）

　

準
優
勝　

三
好　

俊
成（
南
十
津
川
少
）

　

３　

位　

藤
本　
　

凜（
南
十
津
川
少
）

　

３　

位　

道
嶋　

宏
明（
南
十
津
川
少
）

▼
中
学
生
女
子

　

３　

位　

竹
原　

夢
香（
上
野
地
中
学
校
）

　〈
団
体
の
部
〉

▼
中
学
生
男
子

　

優　

勝　

南
十
津
川
少
年
剣
道
Ａ

　

準
優
勝　

南
十
津
川
少
年
剣
道
Ｂ

▼
中
学
生
女
子

　

３　

位　

折
立
中
学
校

最
優
秀
選
手
賞

▼
中
学
生
男
子

　

松
下　
　

尋（
南
十
津
川
少
）
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